
〒615-8555 京 都市右京区梅津西浦町14番地

第 3号 様式 (第15条関係)

事 業 者 排 出 量 削 減 報 告 書

( l _ 4 人に あ っ び代 表者 の氏名.記 名

サシヨール株式会社 代表取締役  幸 元 攻

注 1居夕■する□には レ 印を記入 して ください,特 定事貿者以外′)草葉者の方は レ印の記人はイく要です。

2「 桟4年 k J  と はど1画期間の声i t t  kを 「 1 1標午l k  Jとは言|いF期間の最終午1堂を  「報ケ年度フとはF十陣明出の うち 今 回報告の対象と/ Fる年とをいt 1ヽ 4‐

」 「=々 所与排出医分Jと はホ科イr内|ア)事々所,ど,亨葉i l動ア,たものェネルギーい1に増に1■いた'す る温笙材只ザスを  「 輸送いⅢⅢi r J I  H  lイラ) J  と1去的動ド控送与そ子につt てヽ, t  l l明う■拠Fイャ
置を京都府内 とする串!いiの排出するは室効果″スを 飲 道事業=に うい ては保有する貨物車コ「又はちそを車F Tの排出する1穐■勧央 r rスを ′ そ′)七排出は竹フ どt i  L Iし,ム外わす( l l竹内におt + 4
草☆所年の事業高動に十1いた■■るは室功果ガスをいいます「

4「 その他の地球温暖化対策による岨堂航果ウスの高」滋巳件J″)貨横については :十画期甘 の 実績の解f十を記入 してください‐
(例)グ '― ン電 わ′)購入によるI R京批果イスの高」減女憶が 1 8年 |く5ト ンで1 9年t 1 0ト ンの場合 1 9年 度F )報告苫F )宝績について| = 1 8年 【と 1 9 4‐度の実績を繋: |とい トンと記人

5「 持Fじ事取」には ,成 2年 十空 ( 1 9 9 0年 定)を 基笠とした排出堂r ) |ルとやエネルキー,単 | [ C O ! , F H I岳 裕 エ ネ製品「,そなど他 活ブサ! Rヤ効果〃スや卜‖い1良 のヽずf献 /  ― ン調達のよ
キ1  特 亡, '→ 4 =丁 )兵仁チiせ4ビッi品ヤケ栄イ ス丁拘|はなどをた人にて ください.

京都府地球温暖化対策条例第 19条 の規定により提出します.

特定事業者の

主たる業種
その他の金属線製品製造

該 当 可
~ つ

争 美

者要件
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギー使用事業者 (原油に換算 して1,500キロリットル以上))

京都府地球温暖化対策条例施行規貝」第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラック又はバス100台以上
/タ

クシー150台
以上/鉄 道車両150両以上)
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第4号該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事業者 (二酸化炭素に換算 して3,000ト
ン以上))

計 画 期 間 平成 1 8 年 4 月 ～  平 成 2 0年 3 月

基 本 方 翌 省資源 ・伯エネルギー。廃菜物削減。環境汚染の未然防止と環境負荷物質の低減。関連する環境法規制及び協定事項等の連守i地 域社会との
環境調和。 (<19>京 都市ライ トダウンイベン トヘの参加)

推 進 体 仰 統橋環境管理責任者を委員長 とした環境マネデルト委員会により実施計画の策定、毎月の進捗管理システムを構築する.(<19>環 境マネシ
'メ

ント委
員会による管理を継続 している。)

具

組

置中呻申
年

体

及

年度 設備、対象、 Lや 等 措 置 内 容

設備改善

運用改善 」lttF■ヽ HID「 々調等について 適切な遵力1をイ十う.全 社のご0せ排出豊に対して07,の削減効果

工法改善 精線 部  洗 維 につ いて、 工 社の改 善 を行 うj今 社のC02排出 昼に対 して04ヽの肖ら減 効 果=

操業調整 設備の移動効4を Lす る.よ た斬設備へ移イすさせる:  ● 程の地Ⅲlしにより省略 1サくる設備を無去する.全 十1の「02排出登に対して09ヽr)市1減効果

その他の省エイ活動 事務所集んに うヽ油貸電力r)低減 RIR潟れを低減させる.↑ ,1●c02411出宝に対して01馬の制腹効果

ス
等

ガ
量

球
出

室
排

温
の 排出区分

杢 I F 千 慎 ( 夫 傾 ノ

( 1 7 )年 度

(1酸化|た繁娘算 (t ) )

日保 午 ′其 (言f四 ノ

(19)年 度

(i酸化炭索換官 (t))

H 町以 卒

(計画)
(%)

敢 古 午 反 (未 碩 ,

( 1 9 )年 度
(:離イヒ★宗換算 (lⅢ

日」似 キ

(実績)
いち)

A事 業所等排出区分 9,918 t 9,420 t ) % 9,740 t 18 ↓ .

B輸 送車両排出区分

cそ の他排出区分

排出合計 9.918 t 9 420 t 9,740 1 1 8

その他の地球

温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量

等

対策等の区分
目標年度 (計画) 報告年度 (実績)

収メHせ 字 ( 1酸 化 快系換 卓 (t) ) 取組 巳キ (i張 化夫繁換算

森林の保全及び整備 (整18‐市鴨 (吸収 屋) (整備 面積 (吸1文ま)

府内産の木材の利用 ( 利用畳) (肖1滋堂 (利 U畳 ) ( 肖J 歳昆)

自然エネルギーを利用 した
電力又は熱の供給

(売電 暑) (高け蔵 畳) (売電 畳) (白」出 堂)

(熱供給 岳 (白け敵堂 (恕|■給 堂 い1 減邑)

グリーン電力の購入 (購入 母) (肖,減屋) ( 噛人畳) (高1減宮1

削減量等合計 t

差引排 出量

(排| ,台占十一削減牛 合: | |

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 肖,洩=(計 画 ) 報告年度 (実績) 肖,減■ |■組,

1          9918 1 =わ'    9420 11  t 5% ⅢⅢ Ⅲ11                          9,740 1 1 8  ,ち

特 記 事 項 1 全 社員か  す カ ル基本理念、環境方針J に 基ついて環境活動に取り組んでいます。
2 1990年 においては、エネルキ

さ
として重油 ・灯油を使用 していましたが、現在ではじ02排出係数の低い電気 ・都市ガスに切 り誉え、ルコル全iネルキ一`の99%を占

めていますビ
3 内 燃式7+~クリフ トの更新時は電動式を採用します.社 用車はユ〕わを採用 しますr
4 太 陽電池用'一ワイトの製造、ハイ7さリット車用ハ ツを製造 しています。
5 ヒ トアイルト防止の為、ビⅢ屋上に緑地化を実施 しています。また外壁工事に伴い、工場内の緑地化に取り組んでいます.
6 営 業部門では、 自 動車のイドレゲストップを推進 しています。
(<19>19年 度は17年度に対して、売上13拷増。排出量原単位は14%削減達成 した。)

連  絡   筑 担 当 部 コ者

担 当 者 氏 名

住 所

行宅 番 口万

フ ァ ク ラ ミ リ番 号


